
四
国
中
央
市
職
労
は
２
月

17日
「
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
し
ゃ
べ
り
場
」
を
開
催

し
、

13人
が
参
加
。
組
合
執

行
委
員
か
ら
「
職
場
で
制
度

設
計
の
具
体
的
な
説
明
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

が
説
明
を
受
け
て
思
う
こ
と

な
ど
、
自
由
に
意
見
交
換
し

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

参
加
者
か
ら
は
「
説
明
の
時

に
配
布
さ
れ
た
資
料
が
総
務

省
が
出
し
て
い
る
も
の
を
渡

さ
れ
た
だ
け
で
、
実
際
自
分

の
給
料
が
い
く
ら
に
な
る
の

か
わ
か
ら
な
い
。
詳
し
く
説

明
を
求
め
て
、
課
長
な
ど
に

聞
い
て
も
わ
か
ら
な
い
と
言

わ
れ
る
。
仕
方
な
い
の
で
、

ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
し
か
な
い

が
、
そ
れ
で
も
自
分
の
職
に

適
用
さ
れ
る
給
料
か
も
わ
か

ら
ず
、
組
合
主
催
し
ゃ
べ
り

場
で
意
見
交
換
や
制
度
の
詳

し
い
こ
と
が
知
り
た
く
て
参

加
し
た
」
「
自
分
の
給
料
が

月
給
い
く
ら
に
な
る
の
か
わ

か
ら
な
い
、
引
き
続
き
働
く

か
、
も
し
く
は
他
の
企
業
に

転
職
す
る
に
し
て
も
、
労
働

条
件
の
伝
え
方
や
時
期
が
あ

ま
り
に
も
遅
く
判
断
に
困
る
。

毎
日
の
業
務
に
も
追
わ
れ
不

安
を
抱
え
た
ま
ま
」
「
一
般

事
務
職
は
本
当
に
ひ
ど
す
ぎ

る
。
説
明
を
求
め
て
も
、
庁

舎
内
と
庁
舎
外
で
扱
い
が
違

う
と
い
う
お
お
ざ
っ
ぱ
な
説

明
だ
け
。
待
遇
が
違
い
す
ぎ

る
」
な
ど
、
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
か
ら

「
皆
さ
ん
の
声
を
大
切
に
し
、

働
く
環
境
や
制
度
を
も
っ
と

よ
く
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
皆
さ
ん
の
加
入
や
声

が
大
切
で
す
」
と
強
く
訴
え

る
と
「
よ
り
良
い
制
度
へ
と

一
緒
に
力
を
合
わ
せ
た
い
」

と
３
人
が
組
合
に
加
入
し
て

く
れ
ま
し
た
。

４
月
施
行
の
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
に
向
け
て
は
、

職
員
が
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

り
良
い
制
度
と
な
る
よ
う
交

渉
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

制
度
開
始
後
も
引
き
続
き
要

求
交
渉
が
必
要
で
す
。
要
求

活
動
で
は
「
当
事
者
の
組
合

加
入
」
と
「
当
事
者
の
視
点

に
立
っ
た
要
求
交
渉
」
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

制
度
施
行
を
ゴ
ー
ル
と
せ
ず
、

引
き
続
き
、
各
市
町
の
制
度

設
計
に
つ
い
て
協
議
・
交
渉

を
行
い
、
非
正
規
職
員
の
雇

用
維
持
と
勤
務
条
件
の
改
善

を
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
単
組
で
「
要
求
書

提
出
」
「
団
体
交
渉
実
施
」

に
向
け
て
は
、
制
度
移
行
後

も
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

組
合
加
入
を
よ
び
か
け
、
職

場
の
「
悩
み
」
や
「
課
題
」

に
向
き
合
っ
た
「
要
求
書
づ

く
り
」
が
不
可
欠
で
す
。

「
要
求
」
に
結
び
つ
け
る
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
自
治
労
連

へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
ま
す
。

今
年
「
青
年
未
来
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
略
称
：

『
青
プ
ロ
』
）
」
を
全
国
７

ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
、
四
国
で

は
６
月

27～

28日
、
香
川
県

で
開
催
し
ま
す
。
香
川
、
徳

島
、
高
知
、
愛
媛
の
４
県
の

青
年
が
集
ま
り
、
「
自
分
の

仕
事
」
や
「
自
分
の
く
ら
し
」

に
つ
い
て
思
い
や
悩
み
を
語

り
、
「
住
民
に
と
っ
て
い
い

仕
事
と
は
何
か
」
に
つ
い
て

『
３
つ
の
交
流
』
を
通
じ
て
、

み
ん
な
で
考
え
あ
い
ま
す
。

自
治
労
連
結
成

30

周
年

（
１
９
８
９
年
～
２
０
１
９

年
）
を
迎
え
《
自
治
労
連
運

動
の
継
承
と
次
世
代
育
成
》

を
目
的
に
《
青
年
が
自
分
た

ち
の
仕
事
と
職
場
、
地
域
と

社
会
を
語
り
、
交
流
す
る
企

画
》
が
『
青
プ
ロ
』
で
す
。

自
治
労
連
の
運
動
は
「
自
分

の
た
め
」
だ
け
で
な
く
「
住

民
の
た
め
に
、
い
い
仕
事
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
！
」
（
民
主

的
自
治
体
労
働
者
論
）
と
考

え
、
歩
み
続
け
て
き
ま
し
た
。

『
青
プ
ロ
』
は
こ
う
し
た

《
運
動
の
バ
ト
ン
を
受
け
取

り
・
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

で
す
。

職
場
や
職
種
の
垣
根
を
越

え
た
交
流
が
で
き
る
『
青
プ

ロ
』
に
し
て
い
き
た
い
と
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
体

の
参
加
目
標
を
１
０
０
人
以

上
と
し
、
愛
媛
は

50人
以
上

の
参
加
を
め
ざ
し
ま
す
。

３
つ
の
交
流
『
レ
ク
交
流
・

夕
食
交
流
・
研
修
交
流
』
と

し
て
、
『
レ
ク
交
流
』
で
は

「
『
青
プ
ロ
』
ふ
れ
ん
ど
ぱ

～
く
」
。
『
夕
食
交
流
』
で

は
四
国
４
県
の
青
年
ア
ピ
ー

ル
、
『
研
修
交
流
』
は
、
桜

井
眞
吾
・
自
治
労
連
本
部
中

央
執
行
委
員
長
が
「
自
分
の

た
め
、
住
民
の
た
め
、
い
い

仕
事
っ
て
何
だ
ろ
う
！
『
民

主
的
自
治
体
労
働
者
論
』
へ

の
い
ざ
な
い
」
を
テ
ー
マ
に

学
習
講
演
、
四
国
４
県
か
ら

代
表
が
報
告
し
、
各
報
告
に

基
づ
き
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
グ

ル
ー
プ
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

（１） 第５１８号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２０年 ３月２０日

第 ５１８ 号

日 程

【３月】

17 愛媛労連「公立公的病院

再編問題」対策会議

19 津島吉田病院局労組執行

委員会

20 青年部幹事会

24 大洲市職執行委員会

国民平和大行進県実行委

員会

【４月】

３ 久万高原町職組合説明会

11 伊予市職労新採歓迎会

12 女性部幹事会

保育部会幹事会

18 青プロ四国第５回実行委

員会（香川）

23 東予総支部代表者会議

【５月】

１ 第91回メーデー

３ 愛媛憲法集会（県民文化

会館）

16 こんな地域と職場をつく

りたい運動全国交流集会

（愛知～17）

【現業評】「定年年齢引き上げ」学習し、パート職員の賃金補償など「新型肺炎対応」交流

３／７（土）現業評「幹事会」に６単組７人が参加。まず「公務員定年年齢引き上げの

動き」のミニ学習し、県本部講師が、①2022年度からのスケジュール、②60歳以降の給料、

③退職手当のピーク時特例、④暫定再任用制度などを説明し、参加者の質問に答えながら

「今年度53歳の人から定年65歳になるが、それより若い人こそ、経過期間終了後にピーク

時特例などどうなるか関心を持ってほしい」と話しました。単組報告では「会計年度任用

職員制度」と「新型肺炎対策」を中心に交流。（以下概要）新居浜「非正規調理員ほぼ全

員が会計年度職員に移行する。新型肺炎対策でパート調理員は日給がなくなり、休業補償

の対象になる見通し」。西条「非正規調理員は希望者全員が会計年度職員で継続雇用。新

型肺炎対策でパート調理員は３月中９日以内（調理場ごとに設定）の作業日は日給支給。

作業日以外が休業補償の対象となるかは不明」。今治「給食なしの間、パート調理員も大掃除などの業務で出勤する。給食課が

『3/23･24･25は勤務を要しない日で日給なし』としたので、賃金補償など要求書を3/4提出した（９日に「勤務を要する日とする」

連絡あり）」。松山給食「給食なしの間、清掃や保育給食支援で業務しつつ、年休取得で対応する」。松山清掃「臨時職員ほぼ

全員が会計年度職員に移行し特勤手当も支給される。課の退職者５人は全員再任用で残る予定」。西予「年末要求への市長回答

が２月にあったが、労働時間管理や業務終了後の市民電話対応など課題が多く、所属長の判断に任されている」。



女
性
部
は
２
月

23日
、
幹

事
会
を
開
催
し
６
単
組
７
人

が
参
加
。
春
闘
学
習
と
し
て
、

自
治
労
連
本
部
の
田
頭
女
性

部
長
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
「
生
活
者
の
視
点
に

た
っ
た
女
性
部
活
動
」
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
を
運
動

に
反
映
」
「
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
支
援
制
度
の
拡
充
」

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
」

「
集
会
へ
の
参
加
で
学
び
と

交
流
を
」
な
ど
幅
広
い
課
題

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
。
中

で
も
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
４
署
名
」

（
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択

議
定
書
の
批
准
・
民
法
戸
籍

法
・
慰
安
婦
問
題
・
所
得
税

法

56条
廃
止
）
は
例
年
に
も

増
し
て
幅
広
い
と
り
く
み
に

す
る
こ
と
、
新
た
に
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
実
態
調
査
に
と
り
く

む
こ
と
な
ど
を
強
調
し
ま
し

た
。

保
健
師
部
会
は
２
月

24日

幹
事
会
を
開
催
。
１
／

28～

29京
都
開
催
の
「
第

52回
全

国
保
健
師
活
動
研
究
集
会
」

に
は
愛
媛
か
ら
５
人
が
参
加
。

伊
予
市
職
労
の
相
田
さ
ん
は

「
災
害
と
住
民
の
安
全
」

「
ひ
き
こ
も
り
は
社
会
問
題

に
」
の
分
科
会
に
参
加
、
今

治
市
職
の
田
頭
さ
ん
は
「
高

齢
者
の
健
康
や
生
活
を
守
る

地
域
づ
く
り
の
政
策
化
」

「
階
級
社
会
化
す
る
日
本
の

経
済
格
差
と
健
康
格
差
」
に

参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と

感
想
を
話
し
合
う
中
で
、
今

年
の
県
自
治
研
集
会
で
の
社

会
保
障
分
科
会
の
テ
ー
マ
も

「
憲
法
と
社
会
保
障
」
を
柱

に
社
会
保
障
の
歴
史
や
現
状

を
学
び
、
み
ん
な
で
考
え
て

い
き
た
い
な
ど
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
、
県
自
治
研
集
会
に
つ

な
い
で
い
く
予
定
で
す
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
２
月

21日
「
新
人
対
象
拡
大
し
ゃ

べ
り
場
」
を
開
催
し
、
新
人

含
め

15人
が
参
加
。

18時

30

分
か
ら
の
予
定
で
し
た
が
、

日
勤
の
残
業
が
長
引
く
参
加

者
が
続
出
し
「
今
、
職
場
を

出
ま
し
た
！
」
の
電
話
を
受

け
な
が
ら
結
局
１
時
間
遅
れ

で
ス
タ
ー
ト
。
忙
し
い
病
院

職
場
な
ら
で
は
の
開
会
遅
れ

と
な
り
ま
し
た
。
交
流
で
は
、

先
輩
役
員
か
ら
「
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
○
○
の
資
格

取
る
と
い
い
よ
」
な
ど
将
来

に
つ
な
が
る
ア
ド
バ
イ
ス
や

新
人
職
員
か
ら
「
書
類
の
誤

記
部
分
に
ふ
せ
ん
が
あ
り
、

あ
る
日
の
ふ
せ
ん
に
は
『
が

ん
ば
っ
て
！
』
と
先
輩
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
泣
き
そ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
感
動
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
後
日
加
入
申
込
書
持
っ
て

行
く
か
ら
ね
」
と
の
先
輩
か

ら
の
声
か
け
に
う
な
ず
き
帰

路
に
つ
く
人
も
あ
り
、
良
い

会
と
な
り
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は
２
月

12日

執
行
委
員
会
を
開
催
し

12人

が
参
加
。
２
月
の
活
動
で

「
い
ち
ご
狩
り
」
に
１
２
８

人
参
加
、
「
西
条
商
工
会
議

所
と
青
年
部
交
流
企
画
」
に

市
職
労
か
ら

27人
参
加
な
ど

報
告
。
「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」

結
果
に
つ
い
て
、
山
内
委
員

長
か
ら
「
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
開
始
が
迫
り
、
非
正

規
職
員
に
単
組
独
自
ア
ン
ケ
ー

ト
も
添
え
て
実
施
。
多
く
の

回
答
と
と
も
に
『
組
合
加
入

し
た
い
』
の
声
も
あ
り
、
県

自
治
体
一
般
労
組
と
相
談
し

と
り
く
み
た
い
」
と
報
告
。

ま
た
「
青
プ
ロ
」
に
つ
い
て

「
可
能
な
ら
、
来
年
度
新
採

職
員
で
組
合
加
入
者
は
全
員

参
加
さ
せ
た
い
」
と
意
見
が

出
さ
れ
、
新
採
１
０
０
％
加

入
を
意
識
し
組
合
説
明
会
に

臨
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

コ
コ
ロ
ユ
ニ
オ
ン
（
内
子

社
協
労
組
）
は
２
月

18日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
８
人

が
参
加
。
要
求
書
の
最
終
確

認
を
行
い
、
要
求
項
目
と
し

て
①
賃
金
改
善
＝
給
料
表
と

昇
給
昇
格
基
準
の
見
直
し
、

②
時
間
管
理
＝
書
類
作
成
な

ど
必
要
業
務
の
時
間
外
手
当

支
給
、
③
人
員
増
・
職
員
の

負
担
軽
減
な
ど
内
容
を
確
認
。

職
場
か
ら
の
「
書
類
や
製
作

物
な
ど
時
間
外
で
な
い
と
で

き
な
い
仕
事
が
多
い
」
「
持

ち
帰
り
残
業
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
」
「
人
員
を
増

や
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声

を
要
求
項
目
ご
と
に
役
割
分

担
し
理
事
者
側
に
伝
え
る
こ

と
を
確
認
。
今
後
も
、
社
協

と
組
合
が
連
携
を
取
れ
る
体

制
を
作
り
、
労
使
一
体
で
職

場
改
善
を
進
め
る
こ
と
、
社

協
と
の
意
見
交
換
を
継
続
し

て
行
う
土
台
を
作
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

３
月
３
日
、
全
労
連
四
国

地
区
協
議
会
は
高
松
市
で

「
春
闘
四
国
総
行
動
」
を
実

施
し
、
「
賃
上
げ
と
安
定
雇

用
で
地
域
活
性
化
を
！
」
な

ど
要
求
前
進
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
自
治
労
連
の
代
表

は
「
人
事
院
四
国
事
務
局
要

請
」
に
参
加
。
愛
媛
県
本
部

は
「
年
休
取
得
と
３
年
以
内

離
職
率
の
デ
ー
タ
」
な
ど
を

紹
介
し
、
公
務
の
人
材
確
保
・

定
着
の
た
め
、
①
初
任
給
の

大
幅
引
き
上
げ
、
②
超
過
勤

務
縮
減
と
休
暇
取
得
促
進
、

③
本
人
治
療
と
仕
事
の
両
立

支
援
策
を
人
事
院
が
具
体
化

す
る
よ
う
要
求
。
人
事
院
四

国
か
ら
「
①
公
務
の
人
材
確

保
は
国
・
地
方
の
共
通
課
題

と
認
識
」
「
②
年
休
取
得
と

離
職
率
の
デ
ー
タ
は
初
め
て

見
た
の
で
本
院
に
伝
え
る
」

「
③
治
療
と
仕
事
の
両
立
支

援
は
厚
労
省
が
検
討
し
て
お

り
、
人
事
院
と
し
て
も
注
視

し
検
討
し
て
い
く
」
な
ど
見

解
が
あ
り
ま
し
た
。

■
い
よ
い
よ
、
オ
リ
パ
ラ
イ

ヤ
ー
で
す
が
、
そ
の
後
も
大

事
。
一
過
性
に
な
ら
な
い
安

定
し
た
仕
事
を
残
せ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
！

（
今
治
・
白
石
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
で
学
校
は
臨

時
休
業
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

事
態
に
驚
い
て
い
ま
す
。
マ

ス
ク
が
手
に
入
ら
な
い
状
況

に
も
と
て
も
困
惑
し
て
い
ま

す
。
早
く
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が

消
滅
し
ま
す
よ
う
に
。

（
西
条
・
難
波
江
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

世
界
中
を
震
撼
さ
せ
て
お
り

ま
す
ね
。
う
が
い
・
手
洗
い
。

初
歩
的
な
こ
と
で
す
が
徹
底

し
て
自
衛
し
て
い
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
ね
。

（
西
予
・
山
里
）

■
ウ
イ
ル
ス
に
花
粉
、
休
日

も
外
出
は
な
る
べ
く
避
け
家

に
ひ
き
こ
も
り
、
一
日
も
早

く
治
ま
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
鎌
田
）

■
年
度
末
が
近
づ
き
業
務
も

バ
タ
バ
タ
と
し
て
き
ま
し
た
。

体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
普
段

よ
り
も
い
っ
そ
う
健
康
管
理

に
は
気
を
配
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
お
た
よ
り
が
掲
載
さ
れ

る
頃
に
は
ひ
と
段
落
つ
い
て

い
る
と
い
い
な
ぁ
…
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
先
日
高
知
の
友
人
か
ら
電

話
が
あ
り
、
三
男
に
彼
女
が

で
き
た
と
言
う
の
で
、
な
れ

そ
め
を
聞
い
た
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

知
り
合
っ
て
、
と
て
も
良
い

子
で
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。
そ
れ
に
し
て
も
時

代
だ
ね
ぇ
、
悪
い
子
に
騙
さ

れ
な
く
て
良
か
っ
た
！
と
、

お
互
い
笑
い
合
い
ま
し
た
。

（
西
条
・
山
内
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５１８号

２０２０年 ３月２０日

■
５
１
６
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
」

で
し
た
。
正
解
は

14通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

大
坪
徹
也
（
新
居
浜
）

山
内
真
由
美
（
西
条
）

白
石

聡
（
今
治
）

菊
池
奈
緒
子
（
西
予
）

青
木
将
吾
（
宇
和
島
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
４
月

27日
【
発

表
】
５
２
０
号
（
５
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①用心。○○○○○○の杖

④大晦日の夜。○○○○そば

⑦砲弾・ミサイルの先端の部分。

核○○○○

⑧○○○○、カタカナ、漢字

⑨○○○○マンソン、○○○○モンロー

【タテのカギ】

①希少価値や美術的な価値などのある

古美術品や古道具類

②ポルトガルの航海者。 東洋航路を発見

③○○後、○○大、○○高裁

⑤しなやかなさま。

青菜に塩振り○○○○とさせる

⑥法律の案文

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

鉄
人
レ
ー
ス
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


